






























Staged Development of Regional Governance in the Eastern Provinces 
































































一方，③地域には，畿内の庄内式後半から布留 0 式並行期に S 字口縁台付甕を中核とした東海























































































































































































































山古墳（129m）にみる墳長 130m 級が最大であり，また限界であった（図 7）。










































































































後，三河地域以北で最大なのは 6 世紀前半の七輿山古墳となるが，その墳長は 146m にとどまる。
なお，両古墳に時間的に挟まれた 5 世紀中葉～後半（集成 6 期～8 期）の上毛野の最大規模墳は，
高崎市上並榎稲荷山古墳の 120m であり，大きく縮小している。しかしながら注目されるのは，こ
の時期に，80～100m 規模の前方後円墳が上毛野西部一帯に林立することである（図 7）。その数は




































































雲のケーススタディーからも 5 世紀の開発論が再評価されており［菱田 2014，池渕 2015］，列島の
主要首長間に敷衍された古墳時代中期のパッケージ化された地域経営手法の存在が傍証される。
首長連合と秩序の形成
榛名山東南麓の 5 世紀後半においては，三ツ寺Ⅰ遺跡・北谷遺跡膝下の 2 つのエリアを含め，










































































































地には 5 世紀初頭に墳長 140m の白石稲荷山古墳が築造されており，1 世紀を経て再びこの地に地
域統合勢力の奥津城が築造されたのである。
七輿山古墳の築造時期に関しては 5 世紀後半説から 6 世紀後半説まで幅広いが，埴輪の型式学的
研究（低位置突帯や貼付口縁の多条突帯埴輪）や人物埴輪の属性（靫を背負う武人），周濠出土須














槻市今城塚古墳（181m）が有力候補となり，その約 5 分の 4 で造営されたとみられる［若狭 2011a］。
なお，今城塚古墳との相似を指摘される重要な古墳に，愛知県名古屋市断夫山古墳（151m）が
















野西部では前方後円墳の最大規模は墳長 100m であり，セカンダリークラスとして 60m 級を主体




a．烏川東岸（群馬郡南部）････ 漆山古墳（60m 以上），蔵王塚古墳（円，50m 以上）
b．烏川西岸・鏑川北岸（片岡郡南部）････ 山名伊勢塚古墳（75m），石原稲荷山古墳（円，30m）




















































式石室分布圏に該当する。この地域内では有力墳のあり方から上述の a～d の 4 小地域が認められ




















B・C 類の石室を採用するのは円墳が主体だが，B 類には前方後円墳も認められる。C 類のなか
には優勢な円墳（たとえば藤岡市伊勢塚古墳［28m］や平地神社古墳［33m］）もみられ，平地神






続いて，①地域を構成する 4 小地域の形成過程について論じたい（図 17）。
○ a小地域










しかし，6 世紀後半にいたると一転して漆山古墳（60m 以上），蔵王塚古墳（円墳 44m），一本
杉古墳（円墳 25m）などが築造され，地域の復権がなされた。これらには A 類石室が採用される。








古墳は A 類石室を内蔵する（図 16）。この段階には A 類石室をもつ円墳の石原稲荷山古墳（30m）
も築かれ，銅鋺や金糸が出土するなど優勢である。なお，山名伊勢塚古墳に隣接する山名古墳群に
は B・C 類石室を備えた小型円墳が並存している（ただし C 類は最も後出する）。

























加えてこの時期には円墳にも優勢なものがあり，皇子塚古墳は 31m の円墳だが複室構造の A 類

































この 4 小地域は，さらに 2 大別地域に分けられる（図 17）。一つは c＋d 小地域で，後に緑野郡







する（図 18）。金井沢碑は，ｂ小地域の丘陵部に所在する神亀 3 年（726 年）建立銘のある高さ





































るが，孫を「子孫」と読む説［義江 1986］が支持されているため，「長利－黒売刀自－○ ････ ○－
健守命」のように黒売刀自と健守命の間には 2 代以上が挿入される可能性が高い。
図 19 は，黒売と健守の間を最短の 2 代分と仮定し，各人は親が 25 歳の時に出生し，50 歳まで
生存したとする単純なモデルとして作成したものである。このモデルでは，健守は 6 世紀第 3 期半
期に活動した人物となるし，間にもう 1 代入るならば 6 世紀中葉の人となる。このように，建碑の



































ところで，『万葉集』巻 14 は東歌を収録したものとして知られるが，採録された東方 12 国のう
ち上野国歌が 25 首と最多を占めている。このうち歌枕としては「伊香保」（榛名山の古称である「伊




























佐野地域の地域経営は，古墳動態からみると，上述のように 6 世紀前半に一度衰微したあと 6 世
紀後半に再構築された a 小地域（烏川東岸平野部）と，6 世紀後半に飛躍的に伸長したｂ小地域（烏
川西岸丘陵部）から成り立っていた。



















































































な多様な集団（渡来人を含む）が関わったとみられる。さらに，このエリアには 6 世紀後半から 7
世紀にかけて多様な装飾付大刀が集中しており，徳江秀夫の集計によれば上毛野では 176 振を数え
て国内最多とみられ，その多くが佐野・緑野エリア並びに群馬郡南部・那波郡エリアに集中してい










































① 山上碑の人名系譜から佐野屯倉の設置が 6 世紀代に入ると想定されること，
② 七輿山古墳築造の後に地域圏が分解し，6 世紀後半になって中型前方後円墳の新出・復興がな
され，地域集団の再編と技術移入の画期が認められること，




⑤ その時期は榛名山の第 2 回目の噴火で土石流・洪水の大災害が発生した以後で，須恵器の
TK43 型式期であること，






















ところで埼玉二子山古墳はその築造時期に関して，5 世紀後半と 6 世紀前半の 2 説がある。なか
でも前者は，同古墳の周濠覆土に堆積した斑状の白色粘質土層を榛名山の Hr-FA テフラ（榛名山
初回の大噴火）に比定することから導かれている［坂本 1996］。FA は須恵器の MT15 型式古段階
の降下であり，くだんの白色粘土層が FA とするならば，二子山古墳は TK47 型式期の築造で 5 世
紀に遡上する。しかしながら，粘土層は 1980 年代の調査時に記載されたもので，FA に同定する
化学的分析を経ておらず，これに依拠した年代比定には慎重さが求められる。近年，同古墳群の奥
の山古墳（6 世紀中葉）の盛土の下層が調査されたが，FA は可視的な層として確認されず，土壌





以上の検討を踏まえたうえで，6 世紀前半の 130m 以上を達成した前方後円墳を挙げると，全国










































墳の 146m に伍する埼玉二子山古墳の 130m 級の規模は，そうして伸長した埼玉勢力の力量を背景


























































































































































































































































































Staged Development of Regional Governance in the Eastern Provinces
in the Kofun Period：Focusing on Kamitsukeno Province
WAKASA Toru
With focus on Kamitsukeno Province (the present-day Gunma Prefecture), one of the Eastern 
Provinces (the present-day Kantō region), this article examines the dif ferent stages of regional 
development and social transformation in the Kofun period. In the first half of the early Kofun 
period, large-scale mass immigration from the western Tōkai region promoted large-scale wetland 
development in the Kantō region and the construction of an inland water transportation network 
connecting the Kinai and Inland Kantō regions. The Yayoi people who had originally inhabited the 
area were resettled, and chiefs who had achieved higher agricultural productivity built large-scale 
keyhole tombs with a quadrangular or round rear portion.
In the second half of the early Kofun period and the beginning of the middle Kofun period, the 
largest chief tomb was built to the same design standards as the Saki Tumulus Group. This implies an 
alliance between its occupant and the Saki royal authority in Yamato. At the same time, chiefs selected 
their representative and brought about half of the land area of Kamitsukeno Province under his 
control, mainly for two purposes: (1) constructing a region-wide water transportation network linking 
multiple rivers and (2) getting hold of regional transportation hubs. Moreover, a large residence was 
built for the representative chief, serving as a symbol of group consensus building.
In the first half of the middle Kofun period, Ōta Tenjinyama Tumulus, the largest keyhole tomb in 
the Eastern Provinces, was constructed. This tumulus implies an alliance between its occupant and 
the royal authority that built the Furuichi Tumulus Cluster in Kawachi. The reason for the emergence 
of such large keyhole tombs is considered because a diplomatic and military leader was appointed 
for inter-state interactions and overseas expansion in response to the request from the Yamato polity 
around that time, while documents imported from the Korean Peninsula were introduced into the 
Eastern Provinces. In the second half of the middle Kofun period, Chinese and Korean immigrants 
and their technologies eliminated the need for chiefs to select their representative. The chief of 
each water system organized a group of Chinese and/or Korean immigrants to activate the regional 
economy.
In the reign of Emperor Keitai in the late Kofun period, Nanakoshiyama Tumulus, the largest 
tomb in the Eastern Provinces, was constructed. After the decline of the lineage that built the 
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tomb, multiple medium-scale keyhole tombs were constructed simultaneously. By examining the 
development of these archaeological sites and reviewing historical written sources, such as stele texts, 
Nihon Shoki (Chronicle of Japan), and Man’yōshū (the earliest extant anthology of Japanese poetry), 
this article analyzes the establishment of miyake (estates designated by the Yamato Court for rice 
production) and the dynamics of regional development. This article also examines the Musashi-
no-Kuninomiyatsuko War as well as the actual state of Midono-miyake and Sano-miyake and their 
relationships with Kamitsukeno-kuninomiyatsuko (Provincial Governor of Kamitsukeno)
Key words: Mass immigration, lowland development, water transportation hub, military leader, 
imported technology, miyake, kuninomiyatsuko
